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平成 29年度 地域生活移行部会 検討状況報告書 

 

平成 29年 6月 2日 更新 

部会構成メンバー 

・新潟県立精神医療センター 松尾   ・田宮病院 渋谷 

・みのわの里療護園 足立       ・桜花園 波形 

・うらら長岡 後藤          ・長岡市社会福祉協議会 桑原 

・○事障がい者支援センターあさひ 萩野 ・○事障害者相談支援センターとちお 田代 

・○事長岡市障害者基幹相談支援センター 齋藤・石黒             ※○事…事務局 

会議開催経過 議題・検討内容 

【第１回】 

 平成 29年 5月 8日 

・今年度の自立支援協議会について、説明と共有 

・地域生活移行部会活動予定の検討 

【第２回】 

 平成 29年 6月 2日 

・精神グループと身障グループに分かれ、それぞれ昨年度の振り返

りと、今後の方向性の確認。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

今
年
度
の 

取
組
方
針 

 昨年度の抽出した課題（身体・精神）の、より具体的な取り組み内容を検討する。 

※知的の「家族の不安」については今年度ワーキング移行。地域移行啓発のためのパンフ

レットをワーキングで作成することとなった。 

進
捗
・
成
果 

（
全
体
会
・
運
営
会
議
へ
特
に
報
告
が
必
要
な
内
容
） 

【第１回】 

 今年度の活動予定を決定。昨年度抽出された課題の具体的な取り組みの検討が次回より

できるように身体分野・精神分野に分かれて方向性を確認する。 

【第２回】 

◆精神Ｇ：身元引受人の役割の整理・抱えている困難さ等を明確にすることを目的に、次

回部会までに身元引受人についてのアンケートを実施。 

◆身障Ｇ：地域移行について、「支援者向けの研修会」を行うこととなる。ワーキングを

たちあげ、具体的に企画運営行っていく。 
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今
後
の
検
討
の
方
向
性 

 6・7・8月と部会予定を組み、スケジュール感を持って進めていく。 

◆精神Ｇ：アンケート結果を集計・分析し、成年後見人と行政が参加のもと、情報交換を

行う。 

◆身障Ｇ：運営会議にて検討結果を伝え、ワーキングたちあげの承認をいただく。その後

は、ワーキングで行っていく。 

運
営
会
議
へ
の 

伝
達
事
項
等 

  

 


